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編集後記 

▶毎回のことだが，『作業療法』が発行されるたびに心がワクワクする．新しい知見に触れ

ることは，実に楽しい．今回の第 42 巻第 1 号は，原著論文 8 本，実践報告 4 本，短報 1 

本で構成されている．数年前に比べると，作業療法が対象とする範囲は大きく広がり，研究

手法も多様で，内容がユニークだ．これらの研究に倣うと，こんな研究ができるのではとい

う発想も湧いてくる．気が早いが，『作業療法』ファンとして次号が楽しみである． 

（T・K） 

▶私事ではありますが，本年 3 月をもちまして編集委員長を退任いたします．6 年間，皆様

には『作業療法』へのご投稿や編集に関しまして，深いご理解とご協力をいただき，誠にあ

りがとうございました．任期におきましては，J-STAGE（科学技術情報発信・流通総合シ

ステム）による電子公開を開始し，作業療法の成果を関連職種や一般に，広く迅速に周知す

ることが可能となりました．また，論文投稿システム（Editorial Manager）の導入ととも

に，第一査読者，第二査読者を増員し，編集委員が論文担当エディターとなる 3 名の査読

体制としました．その結果，多くの論文を受け付ける「量」の充実と，学術誌としての「質」

を保証する土台を作ることができました．新たな体制での『作業療法』の発展を祈念しつつ，

投稿者として寄与できるよう精進したいと思います．             （N・S） 

 


